
う
」、「
様
子
を
み
て
く
だ

さ
い
」等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

が
緊
急
性
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
色
と
と
も
に
表
示
さ
れ

ま
す
。ま
た
、119
番
通
報
、

医
療
機
関
の
検
索
、受
診

手
段
の
検
索
を
行
う
こ
と

が
で
き
、住
民
の
皆
さ
ん

が
行
う
緊
急
度
の
判
断

を
手
助
け
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
助
を
活
用
し
、救
急

車
を
要
請
す
る
目
安
に
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
５
月
、総
務

省
消
防
庁
に
よ
り
、病
気

や
け
が
の
緊
急
度
を
判
定

す
る
ア
プ
リ
「
Ｑ
助

（
き
ゅ
ー
す
け
）」が
作
成

さ
れ
ま
し
た
。

急
な
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
、当
て
は
ま
る
症

状
を
画
面
上
で
選
ん
で
い

く
と
、緊
急
度
に
応
じ
た

必
要
な
対
応（「
今
す
ぐ

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

」、「
緊
急
で
は
な
い
が
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

《
定
期
救
命
講
習
申
込
先
》

●
佐
倉
消
防
署

　
毎
月
第
２
土
曜
日

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
１
０
６

●
志
津
消
防
署

　
毎
月
第
２
日
曜
日

☎
０
４
３（
４
８
７
）０
１
１
９

●
八
街
消
防
署

　
毎
月
第
４
日
曜
日

☎
０
４
３（
４
４
０
）０
１
１
９

●
酒
々
井
消
防
署

　
毎
月
第
３
土
曜
日

☎
０
４
３（
４
９
７
）０
１
１
９

※
団
体
で
の
申
し
込
み

の
場
合
日
程
の
調
整
が

可
能
で
す
。ご
相
談
く
だ

さ
い
。

消
防
組
合
で
は
平
成
30

年
８
月
18
日
、京
成
電
鉄

株
式
会
社
養
成
所
に
て
運

転
士
及
び
車
掌
600
人
の
受

講
者
を
20
回
に
分
け
て
実

施
す
る
救
命
講
習
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

京
成
電
鉄
株
式
会
社

で
は
、お
客
様
の
安
全
を

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

講
習
会
を
企
画
。心
肺
蘇

生
法
及
び
A
E
D（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）の
使

用
方
法
に
つ
い
て
習
得

し
、講
習
修
了
時
に
は

「
救
命
処
置
に
自
信
が
つ

い
た
の
で
、い
ざ
と
い
う
時

に
は
積
極
的
に
行
い
た
い

」な
ど
前
向
き
な
意
見
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

消
防
組
合
は
、今
後
も
一

人
で
も
多
く
の
方
に
救
命

の
技
術
を
身
に
付
け
て
い

た
だ
き
、救
命
効
果
の
向

上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。

●
身
の
安
全
を
確
保
し
、

職
場
や
集
客
施
設
等
の

安
全
な
場
所
に
と
ど
ま

ろ
う
。

●
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
、家
族
の
安
否
な

ど
を
確
か
め
よ
う
。

●
交
通
情
報
や
被
害
情
報

な
ど
を
入
手
し
よ
う
。

大
規
模
な
災
害
が
発
生

す
る
と
、公
共
交
通
機
関
が

運
行
を
停
止
し
、帰
宅
困
難

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

多
く
の
人
が
一
斉
に
帰
宅

を
始
め
る
と
、火
災
や
建
物

か
ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ

り
負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り

危
険
で
あ
る
ほ
か
、救
助
・

救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
り

消防広報紙
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命
を
救
う
新
し
い
資
器
材
／
神
門
出
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舎
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築
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／
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／
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／
消
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季
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火
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予
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／
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消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、ご

紹
介
し
ま
す
。

◆
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
30
年
6
月
13
日
、佐
倉
市

千
成
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

お
け
る
消
火
協
力
】

　
斉
藤 

禧
明 

さ
ん　

（
佐
倉
市
千
成
在
住
）

◆
八
街
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
30
年
7
月
26
日
、八
街
市

文
違
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

お
け
る
消
火
協
力
】

　
武
藤 

善
紀 

さ
ん（
右
）

（
八
街
市
文
違
在
住
）

　
福
島 

稔 

さ
ん（
中
）

（
八
街
市
文
違
在
住
）

　
斉
藤 

繁 

さ
ん（
左
）

（
八
街
市
文
違
在
住
）

◆
酒
々
井
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
30
年
10
月
1
日
、印
旛

郡
酒
々
井
町
東
酒
々
井
で
発
生

し
た
建
物
火
災
に
お
け
る
消
火

協
力
】

　
小
早
稲 

治
夫 

さ
ん（
右
）

　
小
早
稲 

優
斗 

さ
ん（
左
）

（
印
旛
郡
酒
々
井
町
東
酒
々
井
在
住
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

救
急
安
心
電
話
相
談

全
国
版
救
急
ア
プ
リ（
Ｑ
助
）

千
葉
県
で
は
平
成
29
年

10
月
１
日
よ
り「
救
急
安

心
電
話
相
談
」を
開
始
し

ま
し
た
。

病
院
に
行
く
か
、救
急

車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
時
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

体
調
が
悪
い
け
れ
ど
、ど

こ
の
病
院
に
行
っ
た
ら
い
い

の
か
と
い
っ
た
相
談
や
、家

で
ど
ん
な
手
当
を
し
た
ら

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
相
談
も
可
能
で
す
。

原
則
と
し
て
、看
護
師

が
相
談
に
応
じ
、必
要
な

場
合
は
医
師
に
転
送
し
ま

す
。ま
た
、あ
く
ま
で
も
電

話
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で

あ
り
、診
断
や
治
療
は
出

来
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く

だ
さ
い
。

【
電
話
番
号
】

●
県
内
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、

　
携
帯
電
話
か
ら

　
♯
７
０
０
９

●
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、P
H
S
、

　
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら

☎
０
３（
６
７
３
５
）８
３
０
５

【
相
談
時
間
】

●
月
曜
日
〜
土
曜
日

　
午
後
６
時
〜
午
後
11
時

●
日
曜
日・祝
日・

　
年
末
年
始・Ｇ
Ｗ

　
午
前
９
時
〜
午
後
11
時

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、

通
話
料
は
利

用
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

検索Ｑ助

【
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て

            

お
き
た
い
こ
と
】

●
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を

持
ち
歩
こ
う
。

●
ス
ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電

灯
、手
袋
、飲
料
水
や
食

料
な
ど
を
用
意
し
よ
う
。

●
家
族
な
ど
と
安
否
確
認

の
方
法
、集
合
場
所
、帰

宅
経
路
の
状
況
を
確
認

し
て
お
こ
う
。

地
域
の
企
業
と
目
指
す
安
心
・
安
全
な
街

災
害
発
生
時
の
心
得
〜
む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、落
ち
着
い
た
行
動
を
〜

救
急
車
の
適
正
利
用

救
急
車
の
出
動
件
数
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。全
国

で
平
成
16
年
に
は
500
万
件
で

あ
り
ま
し
た
出
動
件
数
が
、

平
成
27
年
に
は
600
万
件
を
超

え
て
い
ま
す
。消
防
組
合
で
は

11
台
の
救
急
車
で
年
間
約
１

万
２
千
件
の
救
急
出
動
を
し

て
い
ま
す
が
、今
後
も
高
齢
化

が
進
む
こ
と
で
出
動
件
数
は

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、救
急
業

務
の
一
番
重
要
な
目
標
は「
救

命
効
果
の
向
上
」と
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、い
つ
、ど
こ
で
、

ど
ん
な
救
急
事
案
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
出
動

す
る
救
急
車
に
は
、『
緊
急
性

の
高
い
方
を
選
ぶ
』と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
た

め
、軽
易
な
事
例
が
先
に
あ

り
、一
刻
を
争
う
現
場
に
出
動

し
た
い
と
き『
救
急
車
が
足
り

な
い
！
』こ
と
が
起
き
て
し
ま

う
の
で
す
。

救
急
車
の
台
数
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。救
急
通
報
の
際
に

は
こ
の
現
状
を
ご
理
解
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、意
識
が
な
い
、呼

吸
が
止
ま
り
そ
う
と
い
っ
た

場
合
や
、大
き
な
怪
我
を
し

た
と
い
う
場
合
は
た
め
ら
わ

ず
に
１１９
番
通
報
を
し
て
救
急

車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限

り
あ
る
資
源
と
考
え
て
い
た

だ
き
、生
死
に
か
か
わ
る
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
管
理
定
期
点
検
報
告

制
度
と
は
、消
防
法
第
36
条
に

基
づ
き
、大
規
模
な
建
築
物
を

管
理
す
る
関
係
者
が
、火
災
、

地
震
等
の
災
害
か
ら
利
用
者

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

防
災
管
理
点
検
資
格
者
に
必

要
な
業
務
等
を
点
検
さ
せ
、毎

年
1
回
、管
轄
す
る
消
防
長
又

は
消
防
署
長
に
報
告
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
制

度
で
す
。

当
該
制
度
で
は
、過
去
3
年

以
内
の
点
検
結
果
が
優
良
等

の
条
件
に
よ
り
点
検
報
告
の

義
務
が
3
年
間
免
除
さ
れ
る

防
災
管
理
定
期
点
検
報
告
特
例
認
定
特
例
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、平
成
30

年
9
月
25
日
、一
般
財
団
法
人

日
本
老
人
福
祉
財
団
佐
倉
ゆ

う
ゆ
う
の
里（
佐
倉
市
鏑
木

町
270
番
地
1
）を
特
例
認
定

し
ま
し
た
。

劇場等
（1項）

飲食店等
（3項）

ホテル等
（5項イ）

学校等
（7項イ）

公衆浴場等
（9項）

神社・寺院等
（11項）

駐車場等
（13項イ）

風俗営業店舗等
（2項）

百貨店等
（4項）

病院・社会福祉施設等
（6項イ）

図書館・博物館等
（8項イ）

車両の停車場等
（10項）

工場等
（12項）

その他の事業場等
（15項）

文化財である建築物
（17項）

対象用途 規 模

地下街
（16項の2）

①階数が
　11以上の
　防火対象物
延べ面積
1万㎡以上

②階数が
　5以上
　10以下の
　防火対象物
延べ面積
2万㎡以上

③階数が
　4以下の
　防火対象物
延べ面積
5万㎡以上

延べ面積
1,000㎡以上

（階数は地階を除く）

＋

＋

消
防
本
部　
査
察
調
査
課
長

佐
倉
ゆ
う
ゆ
う
の
里　
大
藤
浩
美
さ
ん

人事行政運営等の状況

平成 2 9 年 度 決 算 状 況

◎採用・退職者数 ◎職員数の状況について
1. 職員の任免及び職員数に関する状況について

（１）歳入

採用者数
9人

◎年次有給休暇の状況（平成29年度）
6. 職員の服務の状況について

平均使用日数
8.4

取得率
18.5%

◎育児休暇の状況（平成29年度）
4. 職員の休業の状況

男性職員
0人

女性職員
4人

退職者数
9人 （採用者数は平成29年度分、

退職者数は平成28年度分）

平成29年
372人

平成30年
376人 （各年4月1日現在）

※構成市併任職員3人を除く。

佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。詳しくは、消防
本部総務課　℡ 043（481）1190へ

◎勤務時間の状況（平成30年4月1日現在）
3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況について

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
＊内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

◎職員の分限処分の状況（平成29年度）
5. 職員の分限及び懲戒処分の状況について

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ないことに
　　ついて行う処分です。

（注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任を問う
　　処分です。

 降　任 免　職 休　職 降　給
 0 0 8 0

◎職員の懲戒処分の状況（平成29年度）
 戒　告 減　給 停　職 免　職
 0 0 0 0

◎職員の平均給与月額等について
2. 職員の給与の状況

職　種

消　防
（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

平成29年4月1日現在 平成30年4月1日現在

43歳0月

平均給与 平均給与
月　 額
458,247円 42歳11月

平均年齢 平均年齢
給　料

338,500円
諸手当

119,747円
月　 額
452,094円

給　料
336,300円

諸手当
115,794円

科目
１ 分担金及び負担金
２ 使用料及び手数料
３ 国庫支出金
４ 県支出金
５ 財産収入
６ 寄附金
７ 繰入金
８ 繰越金
９ 諸収入
10 組合債
歳入合計

決算額（円）区分

4,177,657,503
2,067,160
21,233,000
1,288,000
501,198

0
22,949,000

0
229,392,168
216,100,000
4,671,188,029

構成比（％）

89.4
0.1
0.5
0.0
0.0
0.0
0.5
0.0
4.9
4.6

100.0

（4）構成市町別分担金

市町名
佐倉市
八街市
酒々井町
合計

合計区分

2,587,093,314
1,144,038,525
446,525,664
4,177,657,503

常備消防費分担金 長期債償還分担金 庁舎建設費負担金

2,287,461,000
1,051,714,000
410,416,000
3,749,591,000

291,788,769
88,715,795
34,701,939
415,206,503

7,843,545
3,608,730
1,407,725
12,860,000

（２）歳出

科目
１ 議会費
２ 総務費
３ 消防費
４ 公債費
５ 予備費
歳出合計

決算額（円）区分

1,454,045
51,535,343

4,112,020,267
415,206,503

0
4,580,216,158

構成比（％）

0.0
1.1
89.8
9.1
0.0

100.0

（3）性質別歳出決算額

科目
　人件費
　物件費
　維持補修費
　補助費等
　公債費
　普通建設事業費
　  （１）補助事業費
　  （２）単独事業費
　積立金
　歳出合計

決算額（円）区分

3,372,364,435
230,399,774
12,048,509
239,257,817
415,206,503
259,939,120
42,466,000
217,473,120
51,000,000

4,580,216,158

構成比（％）

73.6
5.0
0.3
5.2
9.1
5.7
0.9
4.8
1.1

100.0

（単位：円）

7. 職員の研修の状況について（平成29年度）
　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財団などの救急
救命士研修及び千葉県自治研修センターなどの各種研修機関などを利用し、階層別、職務別研修などを実施しており
ます。
　また、消防組合独自の職員研修として、人事評価者研修などを実施しております。
　更に、全職員を対象とした安全運転講習や職員の一般教養に関する研修会などを実施し、職員の消防、その他の分野
における能力アップを目的とした研修なども実施しております。

8. 職員の福祉及び利益の保護の状況について（平成29年度）

　安全責任者及び産業医、衛生管理者などを選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を開催して職員
の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っております。
　また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医による職
場巡視・健康相談などを実施しております。
　その他、災害現場での感染症予防のため、Ｂ型肝炎・破傷風などの予防接種を実施しております。

（１）職員の安全と健康に関する事業

（２）公務災害の発生状況
（３）千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業

概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施

（４）千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施

認定件数　０件

9. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況について（平成29年度）
（１）勤務条件に関する措置要求の状況  該当なし
（２）不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし

〒285-8619　千葉県佐倉市大蛇町281番地　☎043（481）1206・　 sys-hp@119-sys.jp
編集発行　佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部企画課企画係
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

2ページの訓練の様子のしゃしんの中にいるよ！

表1 表4



新
潟
県
糸
魚
川
市
大
規

模
火
災
の
事
例
等
か
ら
、

飲
食
店
等
に
つ
い
て
、消
火

器
具
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
施
設
の
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
す
。

内
容
は
、消
火
器
具
を

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
防
火
対
象
物
と
し
て
、

消
防
法
施
行
令
別
表
第
一

（
3
）項
※
1
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
で
、延
べ
面
積
が

150
㎡
未
満
の
も
の
の
う

ち
、火
を
使
用
す
る
設
備

又
は
器
具（
防
火
上
有
効

な
措
置
※
2
と
し
て
総
務
省

令
で
定
め
る
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
も
の
を
除
く
。）を

設
け
た
も
の
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

※
1　

料
理
店
、飲
食
店

な
ど

※
2　
防
火
上
有
効
な
措

置
と
は
、「
調
理
油
過
熱
防

止
装
置
、自
動
消
火
装
置

又
は
そ
の
他
の
危
険
な
状

態
の
発
生
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、発
生
時
に
お
け
る

被
害
を
軽
減
す
る
安
全
機

能
を
有
す
る
装
置
」を
い
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

☎
0
4
3（
4
8
1
）1
2
1
7

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
る
こ
と
で
、火
災
の

発
生
を
防
止
し
、高
齢
者
等
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
3
月
1
日
〜
7
日
）

忘
れ
て
な
い
？ 

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に 

火
の
確
認

【
統
一
標
語
】

命
を
救
う
新
し
い
資
器
材

平
成
18
年
に
都
市
型
救
助
に

対
応
す
べ
く
山
岳
救
助
資
器
材

を
導
入
し
、佐
倉
、志
津
、八
街
、

酒
々
井
の
４
消
防
署
に
配
備
し

ま
し
た
が
、多
種
多
様
化
す
る
災

害
救
助
活
動
に
お
け
る
新
た
な

技
術
向
上
の
た
め
、平
成
28
年
度

の
八
街
消
防
署
救
助
工
作
車
更

新
に
伴
い
、新
た
な
山
岳
救
助
資

器
材
で
あ
る
ア
リ
ゾ
ナ
ボ
ー
テ
ッ

ク
ス（
米
国
製
）が
消
防
組
合
で

初
め
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

ア
リ
ゾ
ナ
ボ
ー
テ
ッ
ク
ス
は
三

脚
状
の
資
器
材
で
あ
り
、独
立
し

た
３
本
の
脚
を
組
み
た
て
、三
脚

の
上
部
を
支
点
と
し
て
滑
車
を

取
り
付
け
活
用
し
、低
所
に
お

け
る
救
助
現
場（
崖
下
、橋
下
、

マ
ン
ホ
ー
ル
内
な
ど
）か
ら
要
救

助
者
を
引
き
揚
げ
て
救
出
す
る

事
が
で
き
ま
す
。ま
た
、３
本
の

脚
は
そ
れ
ぞ
れ
が
高
さ
を
変
更

で
き
る
た
め
、様
々
な
地
盤
面

（
傾
斜
地
、段
差
地
、岩
場
な
ど
）

に
対
応
で
き
、更
に
、４
つ
の
バ
ッ

ク
に
分
割
、収
納
で
き
る
た
め
、

搬
送
も
容
易
で
あ
る
優
れ
た
資

器
材
で
す
。

（
平
成
30
年
１
月
〜
12
月
末
）

平
成
30
年
災
害
発
生
状
況

平成30年中の火災発生状況

平成30年中の救急出場状況

建物 林野 車両 その他

急病 一般負傷 交通事故 その他 計
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消
防
組
合
で
は
、千
葉
県

消
防
学
校
の
依
頼
に
よ
り
毎

年
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、高
度
救
助
隊
員
の

中
か
ら
救
助
科
第
47
期
の

「
都
市
型
救
助
法
」の
訓
練
に

講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、救
助
科
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
１
つ
で
、

ロ
ー
プ
を
用
い
て
低
い
場
所

や
高
い
場
所
へ
の
進
入
訓
練

や
、低
い
場
所
へ
転
落
し
た
人

を
引
揚
げ
る
も
の
で
、近
年

急
速
に
発
展
し
て
い
る
救
助

体
系
の
１
つ
で
す
。非
常
に
専

佐
倉
消
防
署

神
門
出
張
所
庁
舎

改
築
工
事
完
了
の
お
知
ら
せ

門
性
が
高
く
、高
度
な
知
識
、

技
術
が
必
要
に
な
る
た
め
、

消
防
組
合
高
度
救
助
隊
の
高

度
な
技
術
が
千
葉
県
内
消
防

本
部
の
救
助
隊
員
で
あ
る
入

校
者
の
技
術
習
得
の
一
助
に

な
る
よ
う
厳
し
い
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
学
校
で
の
訓
練
は
、

ロ
ー
プ
の
取
扱
や
操
作
方
法

を
指
導
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

他
消
防
本
部
の
救
助
隊
員
と

の
交
流
が
図
ら
れ
、充
実
し
た

講
師
派
遣
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
組
合
で
は
こ
の
ほ
か
、

〈新しい庁舎前には十分な活動域が確保されました〉

〈訓練の様子〉

千葉県消防学校へ講師を派遣

平
成
29
年
９
月
か
ら

行
っ
て
い
ま
し
た
佐
倉
消

防
署
神
門
出
張
所
庁
舎
改

築
工
事
が
竣
工
い
た
し
ま

し
た
。工
事
期
間
中
は
、ご

不
便
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。

今
後
も
、地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
を
第
一
に
考

え
、防
災
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
十
分
に
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。

私
た
ち
消
防
職
員
は
、1

当
務
24
時
間
の
う
ち
、15
時

間
30
分
の
勤
務
を
行
っ
て
お

り
、食
事
も
自
分
た
ち
で
作
っ

て
い
ま
す
。

食
事
を
作
る
担
当
は
、「
美

味
し
い
も
の
が
食
べ
た
い
、け

れ
ど
も
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
」

と
日
々
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら

毎
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て

い
ま
す
。

特
に
仕
事
の
特
性
上
、栄

養
価
が
高
く
、更
に
は
パ

ワ
ー
が
つ
く
も
の
や
、日
々
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
出
動
で
ダ

メ
ー
ジ
を
負
っ
た
筋
肉
の
修

復
・
回
復
に
効
果
の
あ
る
食

事
を
摂
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。筋
肉
の
修
復
・
回
復
に

最
も
効
果
の
高
い
栄
養
素
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が「
タ
ン

パ
ク
質
」で
す
。

タ
ン
パ
ク
質
は
筋
肉
を
は

じ
め
、骨
や
皮
膚
、血
液
な
ど

全
身
の
細
胞
を
作
る
主
成
分

で
す
。体
内
の
タ
ン
パ
ク
質
が

不
足
す
る
と
全
身
の
細
胞
で

日
々
行
わ
れ
る
代
謝（
細
胞

再
生
）が
正
常
に
行
わ
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

タ
ン
パ
ク
質
は
摂
取
の
タ
イ

ミ
ン
グ
も
重
要
で
あ
り
、運
動

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
の
30
分

以
内
が
摂
取
す
る
の
に
大
事

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
べ
応
え
が
あ
り
、か
つ
高

タ
ン
パ
ク
な
食
品
と
し
て
は

鶏
肉
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
こ

で
は
、私
た
ち
が
普
段
作
っ
て

い
る
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、鶏

肉
を
使
っ
た「
消
防
め
し
」を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
に
食
べ
さ
せ
れ

ば
、未
来
の
消
防
士
が
そ
こ

か
ら
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
！
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
お
試

し
く
だ
さ
い
。

〈入校者と記念撮影〉

救
急
科
、火
災
調
査
科
等
に

も
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
中
の
火
災
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
83
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
16
件
減
少

し
ま
し
た
。構
成
市
町
別
に
み
る

と
、佐
倉
市
が
49
件
で
昨
年
と
同

数
、八
街
市
は
28
件
で
11
件
減

少
、酒
々
井
町
は
6
件
で
5
件
の

減
少
で
し
た
。過
去
5
年
間
の
平

均
は
90
件
で
、こ
れ
と
比
較
す
る

と
平
成
30
年
は
例
年
よ
り
も
減

少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

火
災
種
別
で
は
、建
物
火
災

が
46
件
で
最
も
多
く
、そ
の
他
の

火
災
22
件
、林
野
火
災
9
件
、車

両
火
災
6
件
と
続
い
て
い
ま
す
。

建
物
火
災
の
原
因
別
で
は
、「
放

火（
放
火
の
疑
い
を
含
む
）」に
よ

り
発
生
し
た
火
災
が
7
件
で
最

も
多
く
、次
い
で「
た
き
火
」が
6

件
、「
こ
ん
ろ
」、「
電
灯
・
電
話
等

の
配
線
」が
そ
れ
ぞ
れ
5
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
中
の
救
急・救
助

活
動
状
況

平
成
30
年
中
に
お
け
る
消
防

組
合
管
内
の
救
急
・
救
助
活
動

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

救
急
出
場
件
数
は
１
２
，３
９

１
件
で
、前
年
と
比
較
し
て
３９６
件

の
増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に

み
る
と
佐
倉
市
が
７
，７
４
４
件

で
３６６
件
の
増
加
、八
街
市
が
３
，

６
４
０
件
で
６
件
の
増
加
、酒
々

井
町
が
１
，０
０
７
件
で
24
件
の

増
加
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が
最

も
多
く
８
，０
３
４
件
、次
い
で

「
一
般
負
傷
」１
，７
７
６
件
、「
交

通
事
故
」が
１
，０
５
５
件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
、１５７
件
で

前
年
と
比
較
し
て
10
件
の
減
少

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
85
件
、八
街
市
が
44

件
、酒
々
井
町
が
28
件
で
す
。

消
防
め
し

■ 材料 （２人分）
鶏ムネ肉
にんにくの芽
長ネギ
卵
きざみのりなど
〈調味料〉
醤油
砂糖

………………………１枚
…………………１束

…………………………１本
………………………………１個

………………適量

……………………………大１
……………………………大１

■ 作り方
〈下準備と作り方〉
①鶏ムネ肉はひと口サイズに切り分け、にんにくの芽は３ｃｍ
幅に切り、長ネギは１～２ｃｍ幅に斜め切りにしておく
②フライパンにごま油をひき、調味料で鶏ムネ肉を焼く
③鶏ムネ肉に火が通ったら、にんにくの芽、長ネギを加えて
炒める
④味付けは焼き肉のたれや豆板醤のちょい足しもOK
⑤目玉焼きとともに器に盛る。
⑥お好みできざみのり、白ごま、かつお節、万能ねぎをふり
かけ、完成！

★アスリート丼

【
命
を
守
る　
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を

消
す
。

【
命
を
守
る　
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

②
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

平
成
30
年
度
の
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
展
は
、消
防
組
合
管

内
の
小
学
校
31
校
か
ら
537
点

の
応
募
が
あ
り
、そ
の
う
ち
60

点
が
入
賞
し
賞
状
と
賞
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

ま
た
、応
募
者
全
員
に
参
加

賞
を
贈
り
ま
し
た
。ご
応
募
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
最
優
秀
賞

　
（
ポ
ス
タ
ー
作
品
）

佐
倉
市
立
小
竹
小
学
校

6
年　
斎
藤 

明
季 

さ
ん

◆
消
防
長
賞

佐
倉
市
立
根
郷
小
学
校

2
年　
小
笹
山 

そ
よ 

さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

4
年　
加
瀬 

杏
菜 

さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
佐
倉
小
学
校

4
年　
吉
岡 

蒼
衣 

さ
ん

◆
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
上
志
津
小
学
校

3
年　
友
野 

玲
菜 

さ
ん

◆
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

6
年　
山
之
口 

怜
李 

さ
ん

◆
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
大
室
台
小
学
校

3
年　
前
田 

宥
楽 

さ
ん

以
上
が
特
別
賞
7
名
の
皆

さ
ん
で
す
。こ
の
他
に
優
秀
賞

が
8
点
、入
選
が
45
点
あ
り

ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
）

飲
食
店
等
の
皆
さ
ん
！

消
火
器
は
設
置
し
て

い
ま
す
か
？

平
成
30
年
度
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か

宅
火
災
か
ら
大
切
な
家
族
を
守

る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
1　

設
置
率
と
は
、住
宅
用

火
災
警
報
器
が
1
箇
所
以
上
設

置
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
割
合

※
2　

条
例
適
合
率
と
は
、火

災
予
防
条
例
で
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
住
宅
の
部
分
全

て
に
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯
の

割
合

【
火
災
に
早
く
気
づ
き
、命
を
取

り
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
事

例
】（
総
務
省
消
防
庁
よ
り
）

○
1
階
の
台
所
か
ら
出
火
。2

階
で
就
寝
中
の
居
住
者
が
、

階
段
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
鳴
動
に
気
づ
き
、119
番
通

報
し
、避
難
で
き
た
。

○
居
住
者
が
寝
た
ば
こ
を
し
て

し
ま
い
、ふ
と
ん
か
ら
発
煙

し
、寝
室
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
鳴
動
。気
づ
い
た
居

住
者
が
、ふ
と
ん
を
風
呂
場

へ
持
っ
て
行
き
、浴
槽
の
水

に
浸
し
、大
事
に
至
ら
な

か
っ
た
。

○
就
寝
中
、掛
け
布
団
が
電
気

ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
、布
団
を

焦
が
し
、寝
室
の
住
宅
用
火

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

            

取
り
付
け
る
場
所

①
寝
室　
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

②
階
段　
寝
室
が
あ
る
階
段
の

上
部
に
設
置
が
必
要
で
す
。

維
持
管
理
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火

災
時
に
適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、設
置
し
た
後
も
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。具
体
的

に
は
、

○
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
・
点
検

ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な
ど
、定
期

的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
新
築
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま

し
た
。設
置
か
ら
10
年
以
上

経
過
し
て
い
る
場
合
は
、電

池
切
れ
や
本
体
内
部
の
電
子

部
品
の
劣
化
に
よ
り
火
災
を

感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
た
め
、本
体
の
交

換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

消
防
組
合
管
内
の
住
宅
用

         

火
災
警
報
器
設
置
率

（
平
成
30
年
6
月
1
日
時
点
）

消
防
組
合
管
内
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
率
※
1

は
74
％

（
全
国
：
81．6
％
、
千
葉
県
：

78．6
％
）、条
例
適
合
率
※
2
は
55
％

（
全
国
：
66．5
％
、千
葉
県
：
62．7
％
）

と
な
っ
て
お
り
、全
国
や
千
葉
県

と
比
較
し
て
低
い
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

住
宅
火
災
の
死
亡
原
因
の
約

7
割
が
逃
げ
遅
れ
で
あ
り
、住

災
警
報
器
が
鳴
動
。気
づ
い

た
居
住
者
が
、急
い
で
水
を
か

け
、大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

○
居
住
者
が
調
理
中
に
就
寝
し

て
し
ま
い
、鍋
か
ら
発
煙
し
、

台
所
と
寝
室
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
鳴
動
。隣
人
が
警

報
音
と
臭
い
を
確
認
し
、119

番
通
報
。

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
済

シ
ー
ル
」を
玄
関
先
に
貼
り
、安

全
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

消
防
組
合
で
は
、地
域
の
防

火
対
策
の
推
進
を
目
的
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て

い
る
世
帯
に「
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
済
シ
ー
ル
」を
配
付

し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ー
ル
に
は

法
的
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

各
ご
家
庭
の
意
思
で
玄
関
先
等

に
貼
っ
て
い
た
だ
く「
安
心
シ
ー

ル
」で
す
。シ
ー
ル
の
配
付
窓
口

は
、消
防
本
部
予
防
課
、お
近
く

の
消
防
署
又
は
出
張
所
で
配
付

し
て
い
ま
す
。シ
ー
ル
の
配
付
枚

数
は
、1
世
帯
に
1
枚
で
す
。配

付
の
際
に
は
、設
置
状
況
等
の

簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

3 2
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新
潟
県
糸
魚
川
市
大
規

模
火
災
の
事
例
等
か
ら
、

飲
食
店
等
に
つ
い
て
、消
火

器
具
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
施
設
の
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
す
。

内
容
は
、消
火
器
具
を

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
防
火
対
象
物
と
し
て
、

消
防
法
施
行
令
別
表
第
一

（
3
）項
※
1
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
で
、延
べ
面
積
が

150
㎡
未
満
の
も
の
の
う

ち
、火
を
使
用
す
る
設
備

又
は
器
具（
防
火
上
有
効

な
措
置
※
2
と
し
て
総
務
省

令
で
定
め
る
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
も
の
を
除
く
。）を

設
け
た
も
の
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

※
1　

料
理
店
、飲
食
店

な
ど

※
2　
防
火
上
有
効
な
措

置
と
は
、「
調
理
油
過
熱
防

止
装
置
、自
動
消
火
装
置

又
は
そ
の
他
の
危
険
な
状

態
の
発
生
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、発
生
時
に
お
け
る

被
害
を
軽
減
す
る
安
全
機

能
を
有
す
る
装
置
」を
い
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

☎
0
4
3（
4
8
1
）1
2
1
7

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
る
こ
と
で
、火
災
の

発
生
を
防
止
し
、高
齢
者
等
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
3
月
1
日
〜
7
日
）

忘
れ
て
な
い
？ 

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に 

火
の
確
認

【
統
一
標
語
】

命
を
救
う
新
し
い
資
器
材

平
成
18
年
に
都
市
型
救
助
に

対
応
す
べ
く
山
岳
救
助
資
器
材

を
導
入
し
、佐
倉
、志
津
、八
街
、

酒
々
井
の
４
消
防
署
に
配
備
し

ま
し
た
が
、多
種
多
様
化
す
る
災

害
救
助
活
動
に
お
け
る
新
た
な

技
術
向
上
の
た
め
、平
成
28
年
度

の
八
街
消
防
署
救
助
工
作
車
更

新
に
伴
い
、新
た
な
山
岳
救
助
資

器
材
で
あ
る
ア
リ
ゾ
ナ
ボ
ー
テ
ッ

ク
ス（
米
国
製
）が
消
防
組
合
で

初
め
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

ア
リ
ゾ
ナ
ボ
ー
テ
ッ
ク
ス
は
三

脚
状
の
資
器
材
で
あ
り
、独
立
し

た
３
本
の
脚
を
組
み
た
て
、三
脚

の
上
部
を
支
点
と
し
て
滑
車
を

取
り
付
け
活
用
し
、低
所
に
お

け
る
救
助
現
場（
崖
下
、橋
下
、

マ
ン
ホ
ー
ル
内
な
ど
）か
ら
要
救

助
者
を
引
き
揚
げ
て
救
出
す
る

事
が
で
き
ま
す
。ま
た
、３
本
の

脚
は
そ
れ
ぞ
れ
が
高
さ
を
変
更

で
き
る
た
め
、様
々
な
地
盤
面

（
傾
斜
地
、段
差
地
、岩
場
な
ど
）

に
対
応
で
き
、更
に
、４
つ
の
バ
ッ

ク
に
分
割
、収
納
で
き
る
た
め
、

搬
送
も
容
易
で
あ
る
優
れ
た
資

器
材
で
す
。

（
平
成
30
年
１
月
〜
12
月
末
）

平
成
30
年
災
害
発
生
状
況

平成30年中の火災発生状況

平成30年中の救急出場状況

建物 林野 車両 その他

急病 一般負傷 交通事故 その他 計
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消
防
組
合
で
は
、千
葉
県

消
防
学
校
の
依
頼
に
よ
り
毎

年
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、高
度
救
助
隊
員
の

中
か
ら
救
助
科
第
47
期
の

「
都
市
型
救
助
法
」の
訓
練
に

講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、救
助
科
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
１
つ
で
、

ロ
ー
プ
を
用
い
て
低
い
場
所

や
高
い
場
所
へ
の
進
入
訓
練

や
、低
い
場
所
へ
転
落
し
た
人

を
引
揚
げ
る
も
の
で
、近
年

急
速
に
発
展
し
て
い
る
救
助

体
系
の
１
つ
で
す
。非
常
に
専

佐
倉
消
防
署

神
門
出
張
所
庁
舎

改
築
工
事
完
了
の
お
知
ら
せ

門
性
が
高
く
、高
度
な
知
識
、

技
術
が
必
要
に
な
る
た
め
、

消
防
組
合
高
度
救
助
隊
の
高

度
な
技
術
が
千
葉
県
内
消
防

本
部
の
救
助
隊
員
で
あ
る
入

校
者
の
技
術
習
得
の
一
助
に

な
る
よ
う
厳
し
い
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
学
校
で
の
訓
練
は
、

ロ
ー
プ
の
取
扱
や
操
作
方
法

を
指
導
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

他
消
防
本
部
の
救
助
隊
員
と

の
交
流
が
図
ら
れ
、充
実
し
た

講
師
派
遣
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
組
合
で
は
こ
の
ほ
か
、

〈新しい庁舎前には十分な活動域が確保されました〉

〈訓練の様子〉

千葉県消防学校へ講師を派遣

平
成
29
年
９
月
か
ら

行
っ
て
い
ま
し
た
佐
倉
消

防
署
神
門
出
張
所
庁
舎
改

築
工
事
が
竣
工
い
た
し
ま

し
た
。工
事
期
間
中
は
、ご

不
便
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。

今
後
も
、地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
を
第
一
に
考

え
、防
災
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
十
分
に
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。

私
た
ち
消
防
職
員
は
、1

当
務
24
時
間
の
う
ち
、15
時

間
30
分
の
勤
務
を
行
っ
て
お

り
、食
事
も
自
分
た
ち
で
作
っ

て
い
ま
す
。

食
事
を
作
る
担
当
は
、「
美

味
し
い
も
の
が
食
べ
た
い
、け

れ
ど
も
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
」

と
日
々
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら

毎
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て

い
ま
す
。

特
に
仕
事
の
特
性
上
、栄

養
価
が
高
く
、更
に
は
パ

ワ
ー
が
つ
く
も
の
や
、日
々
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
出
動
で
ダ

メ
ー
ジ
を
負
っ
た
筋
肉
の
修

復
・
回
復
に
効
果
の
あ
る
食

事
を
摂
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。筋
肉
の
修
復
・
回
復
に

最
も
効
果
の
高
い
栄
養
素
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が「
タ
ン

パ
ク
質
」で
す
。

タ
ン
パ
ク
質
は
筋
肉
を
は

じ
め
、骨
や
皮
膚
、血
液
な
ど

全
身
の
細
胞
を
作
る
主
成
分

で
す
。体
内
の
タ
ン
パ
ク
質
が

不
足
す
る
と
全
身
の
細
胞
で

日
々
行
わ
れ
る
代
謝（
細
胞

再
生
）が
正
常
に
行
わ
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

タ
ン
パ
ク
質
は
摂
取
の
タ
イ

ミ
ン
グ
も
重
要
で
あ
り
、運
動

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
の
30
分

以
内
が
摂
取
す
る
の
に
大
事

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
べ
応
え
が
あ
り
、か
つ
高

タ
ン
パ
ク
な
食
品
と
し
て
は

鶏
肉
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
こ

で
は
、私
た
ち
が
普
段
作
っ
て

い
る
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、鶏

肉
を
使
っ
た「
消
防
め
し
」を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
に
食
べ
さ
せ
れ

ば
、未
来
の
消
防
士
が
そ
こ

か
ら
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
！
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
お
試

し
く
だ
さ
い
。

〈入校者と記念撮影〉

救
急
科
、火
災
調
査
科
等
に

も
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
中
の
火
災
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
83
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
16
件
減
少

し
ま
し
た
。構
成
市
町
別
に
み
る

と
、佐
倉
市
が
49
件
で
昨
年
と
同

数
、八
街
市
は
28
件
で
11
件
減

少
、酒
々
井
町
は
6
件
で
5
件
の

減
少
で
し
た
。過
去
5
年
間
の
平

均
は
90
件
で
、こ
れ
と
比
較
す
る

と
平
成
30
年
は
例
年
よ
り
も
減

少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

火
災
種
別
で
は
、建
物
火
災

が
46
件
で
最
も
多
く
、そ
の
他
の

火
災
22
件
、林
野
火
災
9
件
、車

両
火
災
6
件
と
続
い
て
い
ま
す
。

建
物
火
災
の
原
因
別
で
は
、「
放

火（
放
火
の
疑
い
を
含
む
）」に
よ

り
発
生
し
た
火
災
が
7
件
で
最

も
多
く
、次
い
で「
た
き
火
」が
6

件
、「
こ
ん
ろ
」、「
電
灯
・
電
話
等

の
配
線
」が
そ
れ
ぞ
れ
5
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
中
の
救
急・救
助

活
動
状
況

平
成
30
年
中
に
お
け
る
消
防

組
合
管
内
の
救
急
・
救
助
活
動

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

救
急
出
場
件
数
は
１
２
，３
９

１
件
で
、前
年
と
比
較
し
て
３９６
件

の
増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に

み
る
と
佐
倉
市
が
７
，７
４
４
件

で
３６６
件
の
増
加
、八
街
市
が
３
，

６
４
０
件
で
６
件
の
増
加
、酒
々

井
町
が
１
，０
０
７
件
で
24
件
の

増
加
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が
最

も
多
く
８
，０
３
４
件
、次
い
で

「
一
般
負
傷
」１
，７
７
６
件
、「
交

通
事
故
」が
１
，０
５
５
件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
、１５７
件
で

前
年
と
比
較
し
て
10
件
の
減
少

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
85
件
、八
街
市
が
44

件
、酒
々
井
町
が
28
件
で
す
。

消
防
め
し

■ 材料 （２人分）
鶏ムネ肉
にんにくの芽
長ネギ
卵
きざみのりなど
〈調味料〉
醤油
砂糖

………………………１枚
…………………１束

…………………………１本
………………………………１個

………………適量

……………………………大１
……………………………大１

■ 作り方
〈下準備と作り方〉
①鶏ムネ肉はひと口サイズに切り分け、にんにくの芽は３ｃｍ
幅に切り、長ネギは１～２ｃｍ幅に斜め切りにしておく
②フライパンにごま油をひき、調味料で鶏ムネ肉を焼く
③鶏ムネ肉に火が通ったら、にんにくの芽、長ネギを加えて
炒める
④味付けは焼き肉のたれや豆板醤のちょい足しもOK
⑤目玉焼きとともに器に盛る。
⑥お好みできざみのり、白ごま、かつお節、万能ねぎをふり
かけ、完成！

★アスリート丼

【
命
を
守
る　
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を

消
す
。

【
命
を
守
る　
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

②
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

平
成
30
年
度
の
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
展
は
、消
防
組
合
管

内
の
小
学
校
31
校
か
ら
537
点

の
応
募
が
あ
り
、そ
の
う
ち
60

点
が
入
賞
し
賞
状
と
賞
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

ま
た
、応
募
者
全
員
に
参
加

賞
を
贈
り
ま
し
た
。ご
応
募
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
最
優
秀
賞

　
（
ポ
ス
タ
ー
作
品
）

佐
倉
市
立
小
竹
小
学
校

6
年　
斎
藤 

明
季 

さ
ん

◆
消
防
長
賞

佐
倉
市
立
根
郷
小
学
校

2
年　
小
笹
山 

そ
よ 

さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

4
年　
加
瀬 

杏
菜 

さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
佐
倉
小
学
校

4
年　
吉
岡 

蒼
衣 

さ
ん

◆
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
上
志
津
小
学
校

3
年　
友
野 

玲
菜 

さ
ん

◆
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

6
年　
山
之
口 

怜
李 

さ
ん

◆
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
大
室
台
小
学
校

3
年　
前
田 
宥
楽 

さ
ん

以
上
が
特
別
賞
7
名
の
皆

さ
ん
で
す
。こ
の
他
に
優
秀
賞

が
8
点
、入
選
が
45
点
あ
り

ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
）

飲
食
店
等
の
皆
さ
ん
！

消
火
器
は
設
置
し
て

い
ま
す
か
？

平
成
30
年
度
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か

宅
火
災
か
ら
大
切
な
家
族
を
守

る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
1　

設
置
率
と
は
、住
宅
用

火
災
警
報
器
が
1
箇
所
以
上
設

置
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
割
合

※
2　

条
例
適
合
率
と
は
、火

災
予
防
条
例
で
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
住
宅
の
部
分
全

て
に
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯
の

割
合

【
火
災
に
早
く
気
づ
き
、命
を
取

り
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
事

例
】（
総
務
省
消
防
庁
よ
り
）

○
1
階
の
台
所
か
ら
出
火
。2

階
で
就
寝
中
の
居
住
者
が
、

階
段
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
鳴
動
に
気
づ
き
、119
番
通

報
し
、避
難
で
き
た
。

○
居
住
者
が
寝
た
ば
こ
を
し
て

し
ま
い
、ふ
と
ん
か
ら
発
煙

し
、寝
室
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
鳴
動
。気
づ
い
た
居

住
者
が
、ふ
と
ん
を
風
呂
場

へ
持
っ
て
行
き
、浴
槽
の
水

に
浸
し
、大
事
に
至
ら
な

か
っ
た
。

○
就
寝
中
、掛
け
布
団
が
電
気

ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
、布
団
を

焦
が
し
、寝
室
の
住
宅
用
火

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

            

取
り
付
け
る
場
所

①
寝
室　
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

②
階
段　
寝
室
が
あ
る
階
段
の

上
部
に
設
置
が
必
要
で
す
。

維
持
管
理
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火

災
時
に
適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、設
置
し
た
後
も
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。具
体
的

に
は
、

○
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
・
点
検

ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な
ど
、定
期

的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
新
築
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま

し
た
。設
置
か
ら
10
年
以
上

経
過
し
て
い
る
場
合
は
、電

池
切
れ
や
本
体
内
部
の
電
子

部
品
の
劣
化
に
よ
り
火
災
を

感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
た
め
、本
体
の
交

換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

消
防
組
合
管
内
の
住
宅
用

         
火
災
警
報
器
設
置
率

（
平
成
30
年
6
月
1
日
時
点
）

消
防
組
合
管
内
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
率
※
1

は
74
％

（
全
国
：
81．6
％
、
千
葉
県
：

78．6
％
）、条
例
適
合
率
※
2
は
55
％

（
全
国
：
66．5
％
、千
葉
県
：
62．7
％
）

と
な
っ
て
お
り
、全
国
や
千
葉
県

と
比
較
し
て
低
い
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

住
宅
火
災
の
死
亡
原
因
の
約

7
割
が
逃
げ
遅
れ
で
あ
り
、住

災
警
報
器
が
鳴
動
。気
づ
い

た
居
住
者
が
、急
い
で
水
を
か

け
、大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

○
居
住
者
が
調
理
中
に
就
寝
し

て
し
ま
い
、鍋
か
ら
発
煙
し
、

台
所
と
寝
室
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
鳴
動
。隣
人
が
警

報
音
と
臭
い
を
確
認
し
、119

番
通
報
。

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
済

シ
ー
ル
」を
玄
関
先
に
貼
り
、安

全
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

消
防
組
合
で
は
、地
域
の
防

火
対
策
の
推
進
を
目
的
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て

い
る
世
帯
に「
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
済
シ
ー
ル
」を
配
付

し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ー
ル
に
は

法
的
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

各
ご
家
庭
の
意
思
で
玄
関
先
等

に
貼
っ
て
い
た
だ
く「
安
心
シ
ー

ル
」で
す
。シ
ー
ル
の
配
付
窓
口

は
、消
防
本
部
予
防
課
、お
近
く

の
消
防
署
又
は
出
張
所
で
配
付

し
て
い
ま
す
。シ
ー
ル
の
配
付
枚

数
は
、1
世
帯
に
1
枚
で
す
。配

付
の
際
に
は
、設
置
状
況
等
の

簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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う
」、「
様
子
を
み
て
く
だ

さ
い
」等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

が
緊
急
性
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
色
と
と
も
に
表
示
さ
れ

ま
す
。ま
た
、119
番
通
報
、

医
療
機
関
の
検
索
、受
診

手
段
の
検
索
を
行
う
こ
と

が
で
き
、住
民
の
皆
さ
ん

が
行
う
緊
急
度
の
判
断

を
手
助
け
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
助
を
活
用
し
、救
急

車
を
要
請
す
る
目
安
に
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
５
月
、総
務

省
消
防
庁
に
よ
り
、病
気

や
け
が
の
緊
急
度
を
判
定

す
る
ア
プ
リ
「
Ｑ
助

（
き
ゅ
ー
す
け
）」が
作
成

さ
れ
ま
し
た
。

急
な
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
、当
て
は
ま
る
症

状
を
画
面
上
で
選
ん
で
い

く
と
、緊
急
度
に
応
じ
た

必
要
な
対
応（「
今
す
ぐ

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

」、「
緊
急
で
は
な
い
が
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

《
定
期
救
命
講
習
申
込
先
》

●
佐
倉
消
防
署

　
毎
月
第
２
土
曜
日

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
１
０
６

●
志
津
消
防
署

　
毎
月
第
２
日
曜
日

☎
０
４
３（
４
８
７
）０
１
１
９

●
八
街
消
防
署

　
毎
月
第
４
日
曜
日

☎
０
４
３（
４
４
０
）０
１
１
９

●
酒
々
井
消
防
署

　
毎
月
第
３
土
曜
日

☎
０
４
３（
４
９
７
）０
１
１
９

※
団
体
で
の
申
し
込
み

の
場
合
日
程
の
調
整
が

可
能
で
す
。ご
相
談
く
だ

さ
い
。

消
防
組
合
で
は
平
成
30

年
８
月
18
日
、京
成
電
鉄

株
式
会
社
養
成
所
に
て
運

転
士
及
び
車
掌
600
人
の
受

講
者
を
20
回
に
分
け
て
実

施
す
る
救
命
講
習
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

京
成
電
鉄
株
式
会
社

で
は
、お
客
様
の
安
全
を

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

講
習
会
を
企
画
。心
肺
蘇

生
法
及
び
A
E
D（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）の
使

用
方
法
に
つ
い
て
習
得

し
、講
習
修
了
時
に
は

「
救
命
処
置
に
自
信
が
つ

い
た
の
で
、い
ざ
と
い
う
時

に
は
積
極
的
に
行
い
た
い

」な
ど
前
向
き
な
意
見
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

消
防
組
合
は
、今
後
も
一

人
で
も
多
く
の
方
に
救
命

の
技
術
を
身
に
付
け
て
い

た
だ
き
、救
命
効
果
の
向

上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。

●
身
の
安
全
を
確
保
し
、

職
場
や
集
客
施
設
等
の

安
全
な
場
所
に
と
ど
ま

ろ
う
。

●
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
、家
族
の
安
否
な

ど
を
確
か
め
よ
う
。

●
交
通
情
報
や
被
害
情
報

な
ど
を
入
手
し
よ
う
。

大
規
模
な
災
害
が
発
生

す
る
と
、公
共
交
通
機
関
が

運
行
を
停
止
し
、帰
宅
困
難

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

多
く
の
人
が
一
斉
に
帰
宅

を
始
め
る
と
、火
災
や
建
物

か
ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ

り
負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り

危
険
で
あ
る
ほ
か
、救
助
・

救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
り

消防広報紙
ダイヤルダイヤル119119

命
を
救
う
新
し
い
資
器
材
／
神
門
出
張
所
庁
舎
改
築
完
了
／

救
助
科
講
師
派
遣
／
災
害
発
生
状
況
／
消
防
め
し
…
…
…
…
２

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
／
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展
／

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
／
飲
食
店
の
皆
さ
ん
！
…
…
…
…
３

消
防
協
力
者
表
彰
／
防
災
管
理
定
期
点
検
報
告
特
例
認
定
／

人
事
行
政
運
営
等
の
状
況
／
平
成
29
年
度
決
算
状
況
…
…
…
４

救急車適正利用のお願い
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消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、ご

紹
介
し
ま
す
。

◆
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
30
年
6
月
13
日
、佐
倉
市

千
成
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

お
け
る
消
火
協
力
】

　
斉
藤 

禧
明 

さ
ん　

（
佐
倉
市
千
成
在
住
）

◆
八
街
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
30
年
7
月
26
日
、八
街
市

文
違
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

お
け
る
消
火
協
力
】

　
武
藤 

善
紀 

さ
ん（
右
）

（
八
街
市
文
違
在
住
）

　
福
島 

稔 

さ
ん（
中
）

（
八
街
市
文
違
在
住
）

　
斉
藤 
繁 

さ
ん（
左
）

（
八
街
市
文
違
在
住
）

◆
酒
々
井
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
30
年
10
月
1
日
、印
旛

郡
酒
々
井
町
東
酒
々
井
で
発
生

し
た
建
物
火
災
に
お
け
る
消
火

協
力
】

　
小
早
稲 

治
夫 

さ
ん（
右
）

　
小
早
稲 

優
斗 

さ
ん（
左
）

（
印
旛
郡
酒
々
井
町
東
酒
々
井
在
住
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

救
急
安
心
電
話
相
談

全
国
版
救
急
ア
プ
リ（
Ｑ
助
）

千
葉
県
で
は
平
成
29
年

10
月
１
日
よ
り「
救
急
安

心
電
話
相
談
」を
開
始
し

ま
し
た
。

病
院
に
行
く
か
、救
急

車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
時
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

体
調
が
悪
い
け
れ
ど
、ど

こ
の
病
院
に
行
っ
た
ら
い
い

の
か
と
い
っ
た
相
談
や
、家

で
ど
ん
な
手
当
を
し
た
ら

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
相
談
も
可
能
で
す
。

原
則
と
し
て
、看
護
師

が
相
談
に
応
じ
、必
要
な

場
合
は
医
師
に
転
送
し
ま

す
。ま
た
、あ
く
ま
で
も
電

話
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で

あ
り
、診
断
や
治
療
は
出

来
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く

だ
さ
い
。

【
電
話
番
号
】

●
県
内
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、

　
携
帯
電
話
か
ら

　
♯
７
０
０
９

●
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、P
H
S
、

　
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら

☎
０
３（
６
７
３
５
）８
３
０
５

【
相
談
時
間
】

●
月
曜
日
〜
土
曜
日

　
午
後
６
時
〜
午
後
11
時

●
日
曜
日・祝
日・

　
年
末
年
始・Ｇ
Ｗ

　
午
前
９
時
〜
午
後
11
時

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、

通
話
料
は
利

用
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

検索Ｑ助

【
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て

            

お
き
た
い
こ
と
】

●
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を

持
ち
歩
こ
う
。

●
ス
ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電

灯
、手
袋
、飲
料
水
や
食

料
な
ど
を
用
意
し
よ
う
。

●
家
族
な
ど
と
安
否
確
認

の
方
法
、集
合
場
所
、帰

宅
経
路
の
状
況
を
確
認

し
て
お
こ
う
。

地
域
の
企
業
と
目
指
す
安
心
・
安
全
な
街

災
害
発
生
時
の
心
得
〜
む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、落
ち
着
い
た
行
動
を
〜

救
急
車
の
適
正
利
用

救
急
車
の
出
動
件
数
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。全
国

で
平
成
16
年
に
は
500
万
件
で

あ
り
ま
し
た
出
動
件
数
が
、

平
成
27
年
に
は
600
万
件
を
超

え
て
い
ま
す
。消
防
組
合
で
は

11
台
の
救
急
車
で
年
間
約
１

万
２
千
件
の
救
急
出
動
を
し

て
い
ま
す
が
、今
後
も
高
齢
化

が
進
む
こ
と
で
出
動
件
数
は

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、救
急
業

務
の
一
番
重
要
な
目
標
は「
救

命
効
果
の
向
上
」と
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、い
つ
、ど
こ
で
、

ど
ん
な
救
急
事
案
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
出
動

す
る
救
急
車
に
は
、『
緊
急
性

の
高
い
方
を
選
ぶ
』と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
た

め
、軽
易
な
事
例
が
先
に
あ

り
、一
刻
を
争
う
現
場
に
出
動

し
た
い
と
き『
救
急
車
が
足
り

な
い
！
』こ
と
が
起
き
て
し
ま

う
の
で
す
。

救
急
車
の
台
数
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。救
急
通
報
の
際
に

は
こ
の
現
状
を
ご
理
解
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、意
識
が
な
い
、呼

吸
が
止
ま
り
そ
う
と
い
っ
た

場
合
や
、大
き
な
怪
我
を
し

た
と
い
う
場
合
は
た
め
ら
わ

ず
に
１１９
番
通
報
を
し
て
救
急

車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限

り
あ
る
資
源
と
考
え
て
い
た

だ
き
、生
死
に
か
か
わ
る
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
管
理
定
期
点
検
報
告

制
度
と
は
、消
防
法
第
36
条
に

基
づ
き
、大
規
模
な
建
築
物
を

管
理
す
る
関
係
者
が
、火
災
、

地
震
等
の
災
害
か
ら
利
用
者

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

防
災
管
理
点
検
資
格
者
に
必

要
な
業
務
等
を
点
検
さ
せ
、毎

年
1
回
、管
轄
す
る
消
防
長
又

は
消
防
署
長
に
報
告
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
制

度
で
す
。

当
該
制
度
で
は
、過
去
3
年

以
内
の
点
検
結
果
が
優
良
等

の
条
件
に
よ
り
点
検
報
告
の

義
務
が
3
年
間
免
除
さ
れ
る

防
災
管
理
定
期
点
検
報
告
特
例
認
定
特
例
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、平
成
30

年
9
月
25
日
、一
般
財
団
法
人

日
本
老
人
福
祉
財
団
佐
倉
ゆ

う
ゆ
う
の
里（
佐
倉
市
鏑
木

町
270
番
地
1
）を
特
例
認
定

し
ま
し
た
。

劇場等
（1項）

飲食店等
（3項）

ホテル等
（5項イ）

学校等
（7項イ）

公衆浴場等
（9項）

神社・寺院等
（11項）

駐車場等
（13項イ）

風俗営業店舗等
（2項）

百貨店等
（4項）

病院・社会福祉施設等
（6項イ）

図書館・博物館等
（8項イ）

車両の停車場等
（10項）

工場等
（12項）

その他の事業場等
（15項）

文化財である建築物
（17項）

対象用途 規 模

地下街
（16項の2）

①階数が
　11以上の
　防火対象物
延べ面積
1万㎡以上

②階数が
　5以上
　10以下の
　防火対象物
延べ面積
2万㎡以上

③階数が
　4以下の
　防火対象物
延べ面積
5万㎡以上

延べ面積
1,000㎡以上

（階数は地階を除く）

＋

＋

消
防
本
部　
査
察
調
査
課
長

佐
倉
ゆ
う
ゆ
う
の
里　
大
藤
浩
美
さ
ん

人事行政運営等の状況

平成 2 9 年 度 決 算 状 況

◎採用・退職者数 ◎職員数の状況について
1. 職員の任免及び職員数に関する状況について

（１）歳入

採用者数
9人

◎年次有給休暇の状況（平成29年度）
6. 職員の服務の状況について

平均使用日数
8.4

取得率
18.5%

◎育児休暇の状況（平成29年度）
4. 職員の休業の状況

男性職員
0人

女性職員
4人

退職者数
9人 （採用者数は平成29年度分、

退職者数は平成28年度分）

平成29年
372人

平成30年
376人 （各年4月1日現在）

※構成市併任職員3人を除く。

佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。詳しくは、消防
本部総務課　℡ 043（481）1190へ

◎勤務時間の状況（平成30年4月1日現在）
3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況について

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
＊内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

◎職員の分限処分の状況（平成29年度）
5. 職員の分限及び懲戒処分の状況について

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ないことに
　　ついて行う処分です。

（注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任を問う
　　処分です。

 降　任 免　職 休　職 降　給
 0 0 8 0

◎職員の懲戒処分の状況（平成29年度）
 戒　告 減　給 停　職 免　職
 0 0 0 0

◎職員の平均給与月額等について
2. 職員の給与の状況

職　種

消　防
（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

平成29年4月1日現在 平成30年4月1日現在

43歳0月

平均給与 平均給与
月　 額
458,247円 42歳11月

平均年齢 平均年齢
給　料

338,500円
諸手当

119,747円
月　 額
452,094円

給　料
336,300円

諸手当
115,794円

科目
１ 分担金及び負担金
２ 使用料及び手数料
３ 国庫支出金
４ 県支出金
５ 財産収入
６ 寄附金
７ 繰入金
８ 繰越金
９ 諸収入
10 組合債
歳入合計

決算額（円）区分

4,177,657,503
2,067,160
21,233,000
1,288,000
501,198

0
22,949,000

0
229,392,168
216,100,000
4,671,188,029

構成比（％）

89.4
0.1
0.5
0.0
0.0
0.0
0.5
0.0
4.9
4.6

100.0

（4）構成市町別分担金

市町名
佐倉市
八街市
酒々井町
合計

合計区分

2,587,093,314
1,144,038,525
446,525,664
4,177,657,503

常備消防費分担金 長期債償還分担金 庁舎建設費負担金

2,287,461,000
1,051,714,000
410,416,000
3,749,591,000

291,788,769
88,715,795
34,701,939
415,206,503

7,843,545
3,608,730
1,407,725
12,860,000

（２）歳出

科目
１ 議会費
２ 総務費
３ 消防費
４ 公債費
５ 予備費
歳出合計

決算額（円）区分

1,454,045
51,535,343

4,112,020,267
415,206,503

0
4,580,216,158

構成比（％）

0.0
1.1
89.8
9.1
0.0

100.0

（3）性質別歳出決算額

科目
　人件費
　物件費
　維持補修費
　補助費等
　公債費
　普通建設事業費
　  （１）補助事業費
　  （２）単独事業費
　積立金
　歳出合計

決算額（円）区分

3,372,364,435
230,399,774
12,048,509
239,257,817
415,206,503
259,939,120
42,466,000
217,473,120
51,000,000

4,580,216,158

構成比（％）

73.6
5.0
0.3
5.2
9.1
5.7
0.9
4.8
1.1

100.0

（単位：円）

7. 職員の研修の状況について（平成29年度）
　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財団などの救急
救命士研修及び千葉県自治研修センターなどの各種研修機関などを利用し、階層別、職務別研修などを実施しており
ます。
　また、消防組合独自の職員研修として、人事評価者研修などを実施しております。
　更に、全職員を対象とした安全運転講習や職員の一般教養に関する研修会などを実施し、職員の消防、その他の分野
における能力アップを目的とした研修なども実施しております。

8. 職員の福祉及び利益の保護の状況について（平成29年度）

　安全責任者及び産業医、衛生管理者などを選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を開催して職員
の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っております。
　また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医による職
場巡視・健康相談などを実施しております。
　その他、災害現場での感染症予防のため、Ｂ型肝炎・破傷風などの予防接種を実施しております。

（１）職員の安全と健康に関する事業

（２）公務災害の発生状況
（３）千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業

概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施

（４）千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施

認定件数　０件

9. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況について（平成29年度）
（１）勤務条件に関する措置要求の状況  該当なし
（２）不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし

〒285-8619　千葉県佐倉市大蛇町281番地　☎043（481）1206・　 sys-hp@119-sys.jp
編集発行　佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部企画課企画係
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

2ページの訓練の様子のしゃしんの中にいるよ！

表1 表4


	01
	02
	03
	04

